
 

 

17 条縦覧 

都市計画の案の理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画第 一種 市 街地 再開 発事 業  

千歳 烏山 駅 前広 場南 側地 区 第一 種市 街地 再 開発 事業  

 

２  理  由  

  本 地 区 は 、「 東 京 都 市 計 画 区 域 の 整 備 、 開 発 及 び 保 全 の 方 針

（都 市計 画 区域 マス ター プ ラン ）」にお いて 、地 域 の拠 点に 位 置

付け られ て おり 、商業・業務 機 能が 集積 し 、回 遊性 と利 便 性の

高い 、魅力 的で にぎ わい の ある 区北 西に お ける 地域 の拠 点 を 形

成す ると さ れて いる 。  

ま た、「 世田 谷 区 都 市整 備 方 針 （ 平 成２ ７ 年 ４ 月）」 にお い て

は 、商 業 ・ サ ー ビ ス、 交 流 な ど の 機能 が 充 実 し 、 区民 の 交 流の

「核 」で あ ると と もに 地域 外 に居 住す る区 民 も多 く利 用す る「 主

要 な地 域 生 活 拠 点 」に 位 置 付 け ら れて お り 、 整 備 を進 め る 都市

計 画道 路 幹 線 街 路 補助 線 街 路 第 ２ １６ 号 線 （ 以 下 「補 助 ２ １６

号線」と いう 。）及び 世田 谷 区画 街路 第１ ４ 号線 及び 千歳 烏 山駅

東口 広場（ 以下「 駅前 広場 」と総 称す る。）周 辺 は 、市 街地 再 開

発 事業 と の 連 携 に より 、 防 災 力 や 交通 結 節 機 能 の 強化 を 図 り、

ま ちの 玄 関 口 と し て「 主 要 な 地 域 生活 拠 点 」 に ふ さわ し い 活気

と魅 力の あ る に ぎわ いづ く りを 進め るこ と とし てい る。  

一 方で 、 補 助 ２ １ ６号 線 及 び 駅 前 広場 周 辺 は 、 土 地が 細 分 化

さ れた 老 朽 建 築 物 が集 積 し て お り 、駅 前 の 立 地 特 性を 活 か した

土 地の 高 度 利 用 が なさ れ て お ら ず 、ま た 、 歩 行 者 及び 自 動 車の

交錯 等、 交 通環 境の 課題 を 抱え てい る。  

そ こで 、 本 地 区 に おい て は 、 商 業 ・業 務 、 住 宅 な ど多 様 な 都

市 機能 が 集 約 し た 、主 要 な 地 域 生 活拠 点 に ふ さ わ しい 複 合 市街

地 を形 成 す る と と もに 、 補 助 ２ １ ６号 線 、 駅 前 広 場の 整 備 とあ

わ せ、 歩 行 者 を 中 心と し た 快 適 な 交通 ネ ッ ト ワ ー クや オ ー プン

ス ペー ス を 形 成 し 、防 災 性 の 高 い 、緑 と に ぎ わ い あふ れ る 、市

街地 環境 の 創出 を目 指す こ とと した 。  

こ うし た こ と か ら 、約 １ ． ５ ヘ ク ター ル に つ い て 、千 歳 烏 山

駅前 広場 南 側地 区第 一種 市 街地 再開 発事 業 を決 定す る。  

 


